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l ,  ボーレンの間き手論とその背l;t
2, ポーレン以後
メ ラ ー, 魂への配成の中での説教
タイセン, テキストと間き手
エンゲマン, コ ミ ュニケーションの出来事としての説教
ま と め
演題に明らかなように, ここで私が試みたのは 「聞き手の間













な い か と いったが, じっ さい彼は彼以前のこの問題の所在とそ
の理解を批判的に受けとめて一つの筋道をっけた人といってよ
い よ う に 思 う。今日しばしばケリュグマ的神学とも呼ばれるバ
ルトやトゥルナイゼンの神の言葉の神学に立つていたボーレン
は, 説教における聞き手の問題をめぐり, 1960年代の, 聞き
手の状況を重く見るェルンスト ・ ランゲの問題提起を受けとめ
な が ら も, 神の言棄の神学の立場を聖霊論的に伸張することで
解 決 を は か ろ う と し た。 「徹底的に神の可能性の中に包み込ま





























度の来日によってご存じの方も多いであろう。 彼のい う  「魂へ
の配慮の中での説教(牧会的説教)」 と 「対話的説教」 は, ま
さにボーレン以後の聞き手を顧慮する説教学の一つの方向を示
し て い る と い っ て よ い よ う に思 う。 「魂への配慮の中での説教」
は, メ ラ 一自 身 い う よ う に ポー レンにもランゲにもない項日で
あ り, 独自の概念である。「対話的な説教」 と い う の は, メ





ス」 (Zeichensprache des Glaubens-Chancen der Predigt
heute,1994)を書いているほか, 説教論に関するいくつかの論
稿がある。 その中の比較的短い論文 「釈義と説教学一新し
い説教のための刺激としての新しぃ テ キ ス ト モ デ ル」 (200l)
を今回は取り上げた。 彼はここで釈義と説教学の関係の再構築
を願つて, 今日の釈義に広く見られるテキストに関する見解を
紹 介 し , 説 教 ( 学 ) に 新 し い 刺 激 を 与 え よ う と し て い る。彼が
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示したテキスト論は以下の四つ。
(1) テキス ト とは包括的な徴標世界ないし徴標言語の実現
体である。
(2) テキストは聞き手の活動によってはじめて意味を与え
ら れ る と こ ろ の 「開かれたテキスト」 である。
(3) テ キ ス ト と は 「前テキスト』を多様な形式において取
り上げている 「相 互 テ キ ス ト 的 な テ キ ス ト 』  (inter-
textuelle Texte)である。
(4) テキストは聖書における彼が示したテキスト論は, テ
キストの正典的形態であるところの 「最終形態」 に お
いて解釈されなければならない
上の (2) のテキス ト理解が聞き手と関連している。 彼の説明
によれば, 「聞き手と読み手は, そこで特別の仕方でアクティ





が も た ら さ れ る。第一に, 説教者は釈義の 「書き取り」への恐
れを忘れるべきである。 いろいろの可能性があるのであって,
読む人も, 聞 く 人 も 自 ら ア ク テ ィ ヴ に な ら な け れ ば な ら な い,
とり分け説教者自身がそうでならなければならない。 第二に説
教は, それがそうした聞き手の行為的関わりを刺激しそれを制




して受け入れるぺきでないとでもいう のだ ろ う か。第三に, 自
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R・ ポーレン以後の説教学の動向 7
分のものにすることの自由は, と く に テ キ ス ト が, 響のような
場合はっきりするであろう, 等々である。釈義と説教学との新
しい相互関係というとき, タイセンは釈義の優位性というよう





と で あ り, それを閉ざすのではない。 その意味で釈義は, 説教
学とのその関連の中で, テ キ ス ト を, 新しぃテキスト創出的な
創造性の出発点として開示するという課題をもつ。 釈義はテキ





書き取りの関係, その中での説教者から教会へと い う 関 係 も も
はや不可逆ではないといわなければならない。
最後に, ヴ ィ ル フ リ ー ト ・エンゲマンを取り上げた。彼は
l959年生まれ, 現 在 ミ ュ ン ス タ 一大学の実践神学, 説教学の
教授。90年代はじめから数多くの論文を発表している。 今回
は 「説教学入門」 (Einf tihrungindieHomiletik,2002)の中で
論じている聞き手理解を取り上げてみた。 説教の本質を 「コ
ミュニケーションの出来事」 と し て, 「説教の出来事」 を 「理






しろボーレンのランゲ批判が批判される。 ラ ン ゲ に つ いて,
「説教の出来事における聞き手の重要性の再発見」 と い う よ う
な評価にとどまっているが, そうではない。彼は次のようなへ
ンキュスの評価に同意する。 「いつも新たな歩みによって彼が
試みたのは f経験された現実」 と 「信じられた約束』とを一結
に考えることによって, f この世に対して自らを孤立化させる










で メ ラ ーの 「魂への配慮の中での説教」 も評価している。 エン
ゲマンによれば, 「聞き手の状況を説教学のカテゴリー」 と し
て理解したランゲは最初の人ではなかったし, また最後の人で
もない。ゲッティンゲンのヤン ・へル メ リ ン ク は こ う し た 流 れ
を 「説教学的状況への実用主義的かつ経験主義的転換のヴ ァ リ
エー シ ョ ン」 と し て と ら え, ハンス ・ デ ィ ー タ ー ・ バスティア
ン(説教学的状況の間題性), ゲ ル ト ・オ ッ ト ( 説 教 学 的 状 況







が向かっ て い る と い う こ と で あ る。 それをどのように受けとめ
て い く か, それはわれわれそれぞれの課題である。
こうしたことを考えながら改めてカール ・ バルトの説教を思
い起こしてもよいのではないだろうか。 ここでも詳しぃ こ と は
省略せざるをえないが, バルトの説教もまた聞き手を考慮した
説教だった。 と く に, 晩 年,1954年から64年までの十年間
バ ーゼル刑務所でなされた説教は, たしかにそれはしばしばい
われるように二十世紀を代表する優れた説教であるが, 何 よ り
もそれらはメラーもその意味で評価しているようにまさに対話










うにいわれるし, それはそれで間違いではないのだが, ま さ に
そうであるがゆえに, と いったらよいか, ともあれ本来の彼の
説教のスタイルは聞き手とその置かれた状況を聖書の福音の現
実の中で鋭く読み取つていくものであった。 そ う い う 観 点 か ら
バルトの説教, あるいは説教理解を再検討することも必要であ
る よ う に 思 つ て い る。
※ なぉ本講演全体は, 説教盤紀要 「説教」 第 9 号, 2 007年1 l月, 教文
館発行, に掲1破されています。
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